
平成28年９月議会だより
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平成28年度総務文教・産業厚生常任委員会第１回所管事務調査の様子

ＳＴＯＰ！！ジャガイモシストセンチュウ
～日本一のブランド「あっさぶメークイン」を守ろう！～

町有林の管理状況について

鶉ダム水力発電について

終末処理施設改修状況について

素敵な過疎づくり（株）の今後について



上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
費
な
ど

　
　
　
６
億
７
３
８
５
万
４
千
円
を
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
額
４
５
億
７
５
５
３
万
２
千
円

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
13
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
等
15
件
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
７
３

８
５
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額

４
５
億
７
５
５
３
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
厚
沢
部
町
・
田
子
町
官
民
協
働

協
議
会
事
業
費
補
助
金
　

	

（
４
６
０
７
万
２
千
円
）

　●
上
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体

工
事
費	

（
１
９
４
４
万
円
）

●
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金

	

（
５
１
２
７
万
３
千
円
）

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
運
営
費
分

	

（
２
９
０
万
円
）

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

工
事
監
理
委
託
料

	

（
６
５
８
万
８
千
円
）

●
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
費
　

	

（
５
億
３
９
２
万
８
千
円
）

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

費
補
助
金	

（
９
０
０
万
円
）

●
商
工
会
青
年
部
50
周
年
記
念
事

業
費
補
助
金	

（
３
０
０
万
円
）

●
当
路
橋
点
検
結
果
公
表
資
料
作

成
業
務
委
託
料

	

（
１
６
５
万
３
千
円
）

●
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

監
修
業
務
委
託
料

	

（
２
３
０
万
１
千
円
）

問
　
道
の
駅
運
営
指
導
講
師
に
つ

い
て

答
　
講
師
に
つ
い
て
は
、
全
道
の

ま
ち
づ
く
り
の
事
例
や
道
の
駅
に

詳
し
い
方
を
選
定
し
、
誘
客
数
を

伸
ば
す
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
５

回
程
度
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

補
正
予
算

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

一

般

会

計

●
厚
沢
部
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
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問
　
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
者
の
選
定
・
運
営
開
始
時
期
に

つ
い
て

答
　
２
グ
ル
ー
プ
を
審
査
し
、
総

事
業
費
、
厨
房
設
備
の
熱
源
、
配

送
口
等
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
考

慮
し
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
（
代

表
：
ハ
ー
ベ
ス
ト(

株) 

神
奈
川

県
横
浜
市
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
開
始
は
平
成
29
年
８
月
の
予

定
で
す
。 質

疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

予
定
で
す
。

問
　
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整

備
等
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て

答
　
近
年
の
飼
料
費
、
資
材
費
の

高
騰
等
に
よ
る
畜
産
経
営
の
弱
体

化
を
防
ぐ
た
め
の
補
助
事
業
（
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
）
で
、
今
年

度
予
算
５
１
２
７
万
３
千
円
は
町

内
法
人
に
よ
る
牛
舎
整
備
事
業
に

対
し
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
厚
沢
部
町
法
務
専
門
員
の
任
用

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
行
政
不
服
審
査
法
に
規
定
す
る

審
理
手
続
き
に
係
る
審
査
員
と
し

て
法
務
専
門
員
の
任
用
に
つ
い
て

規
定
す
る
も
の
で
す
。

●
厚
沢
部
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
法
務
専
門
員
に
係
る
報
酬
及
び

費
用
弁
償
の
規
定
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

●
厚
沢
部
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
厚
沢
部
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
の
繰
越

●
議
員
研
修
会(

道
議
長
会
主

催)

及
び
行
政
視
察

　
目
的
　 

分
権
時
代
に
対
応
し
た

議
会
の
活
性
化
及
び
議

員
の
資
質
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
先
進

地
を
視
察
し
、
今
後
の

行
政
推
進
の
参
考
と
す

る
。

　
場
所
　
札
幌
市

　
　
　
　
河
西
郡
中
札
内
村

　
期
間
　
７
月
５
日
～
６
日

　
議
員
　
全
議
員

●
全
道
議
会
広
報
研
修
会

　
目
的
　 

議
会
だ
よ
り
の
編
集
技

術
向
上
と
読
者
普
及
発

展
に
資
す
る
た
め
、
町

村
議
会
広
報
の
事
例
発

表
と
貢
献
を
研
修
す
る
。

　
場
所
　
札
幌
市

　
期
間
　
８
月
22
日
～
23
日

　
派
遣
議
員
　
下
川
部
洋
伸

　
　
　
　
　
　
松
村
松
雄

　
　
　
　
　
　
加
藤
古
志
男

　
　
　
　
　
　
只
野
勲

●
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

●
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

●
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

●
厚
沢
部
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
運
営
配
送
事
業
基
本
契
約
の

締
結

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
万
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
７
７
８
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
西
鶉
地
区
交

差
点
部
水
道
試
掘
調
査
業
務
委
託

料
等
で
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
９
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
７
２
７

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
排
水
管
延
長

工
事
費
で
す
。

簡
易
水
道
会
計

農
業
集
落
排
水
会
計

条

例

規

約

報
　

告

議
員
派
遣

契
約
の
締
結

　第２回定例会で意見書２件を原案どおり可決し、関係省庁に提出しまし

た。（内容省略）

●地方財政の充実・強化を求める意見書

　提出先　内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、内閣府特

命担当大臣（経済財政政策担当）、経済産業大臣、地方創生担

当大臣

●義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、子どもの貧困解

消など教育予算確保・拡充と就学保障の充実、「30人以下学級」の実現

をめざす教職員定数改善に向けた意見書

　提出先　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、総務大臣、財務大臣、

文部科学大臣

　　　　　地方創生担当大臣

意見書を提出しました

3



一般会計補正予算の内訳（歳出のみ）

区　　　分 補　正　額 補正後の額

総 　 　 務 　 　 費 ７２，８７７千円 １，０９４，２９６千円

民 　 　 生 　 　 費 ２４，０７７千円 ７９４，３０７千円

衛 　 　 生 　 　 費 △３８１千円 ３９５，２３９千円

農 林 水 産 業 費 ５６４，９３６千円 １，０３９，４８９千円

商 　 　 工 　 　 費 ８，０５４千円 ９１，３６８千円

土 　 　 木 　 　 費 １，７６４千円 ２９６，１８４千円

教 　 　 育 　 　 費 ２，５２７千円 ２５７，６９５千円

合 　 　 　 　 　 計
６７３，８５４千円 ４，５７５，５３２千円

（補正後の予算総額）

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
自
治
功
労
表
彰

　
中
山
俊
勝
議
員
が
北
海

道
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
町
議
会
議
員
と
し
て

25
年
以
上
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
振
興
・
発
展
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
、
６
月
定

例
会
の
冒
頭
、
鈴
木
議
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

表
　
彰

質　問　１

魅
力
あ
る
返
礼
品
と
注
目
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
現
況
と
認
識
、
方
向
性

に
つ
い
て

渋

田

町

長

山
崎
　
孝
議
員

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
好
き
な

自
治
体
を
応
援
す
る
寄
附
金
で
あ

り
、
寄
附
を
通
し
地
域
の
人
を
応

援
、
返
礼
品
を
通
じ
て
新
た
な
地

域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
当
町
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
現
況
と
認
識
、
方
向

性
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
平
成
27
年
度
の
実
績
は
30

件
、
５
６
９
万
円
で
、
平
成
20
年

度
か
ら
の
累
計
実
績
は
２
２
７

件
、
２
２
９
４
万
３
千
円
で
す
。

返
礼
品
は
地
元
特
産
品
を
町
が
独

自
に
選
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
特
産
品
を
写
真

で
紹
介
し
な
が
ら
、
寄
附
額
に
応

じ
た
選
択
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

掲
載
や
注
目
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

山崎議員

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
見
直
し
、

寄
附
を
増
加
さ
せ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
檜

山
管
内
の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

答
　
平
成
27
年
度
実
績
で
は
、
江

差
町
が
１
９
２
５
件
、
１
７
０
４

万
円
、
上
ノ
国
町
が
１
４
４
０
９

件
、
１
億
６
８
５
９
万
８
千
円
、

乙
部
町
が
４
５
件
１
５
１
０
万
円

と
い
ず
れ
の
町
も
前
年
度
か
ら
大

再
　
質
　
問

～
聞
い
て
み
た
い
、こ
ん
な
こ
と
～
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●
厚
沢
部
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承

認●
厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
承
認

●
厚
沢
部
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

●
厚
沢
部
町
管
内
橋
梁
長
寿
命
化

事
業
当
路
橋
補
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結

●
厚
沢
部
・
赤
沼
地
区
農
業
集
落

排
水
施
設
機
能
強
化
対
策
事
業
機

械
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
厚
沢
部
・
赤
沼
地
区
農
業
集
落

排
水
施
設
機
能
強
化
対
策
事
業
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

幅
な
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各

町
と
も
周
知
等
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
民
間
事
業
者
に
委

託
し
て
お
り
、
ま
た
、
寄
附
額
が

大
幅
に
伸
び
た
上
ノ
国
町
で
は
生

ウ
ニ
の
返
礼
品
希
望
が
大
半
を
占

め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
条
例

の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

答
　
寄
附
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

の
透
明
性
を
確
保
し
、
ど
の
よ
う

な
事
業
に
活
用
す
る
か
を
明
確
に

す
る
た
め
に
平
成
20
年
９
月
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
附
金

を
適
切
に
管
理
・
運
用
す
る
た
め

に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
に
積
み

立
て
、
運
用
状
況
を
議
会
に
報
告

し
、
町
民
へ
公
表
す
る
こ
と
も
定

め
て
い
ま
す
。

リニューアルされた町ホームページ

　
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
12
日
招

集
さ
れ
、
補
正
予
算
ほ
か
３
件
を

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
29
日
招

集
さ
れ
、
条
例
案
ほ
か
３
件
を
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

●
館
地
区
憩
い
の
家
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

５月12日

臨

時

会

７月29日

臨

時

会

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
６
７

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
３
９

億
１
６
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
上
里
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
委
託

料
で
す
。

一

般

会

計

　
年
度
　
　

補

正

予

算

28

問
　
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
実
施
設
計
委
託
料
の
算
出
根

拠
に
つ
い
て

答
　
基
本
設
計
の
面
積
８
５
０
平

米
を
も
と
に
、
道
の
営
繕
設
計
単

価
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答

（
要
旨
の
み
）

承

認

条

例

契
約
の
締
結

まちの議会を傍聴してみませんか
町政はあなたのために
　　　　次の定例会は９月５日（月）からです。

手続きは、議会事務局備え付けの傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

≪一般質問開始予定：５日午前１０時２０分頃～≫

館保育所　くま組　山
ヤマ

田
ダ

太
タイ

陽
ヨウ

さん作
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委員会活動
　町議会に設置されている総務文教

常任委員会、産業厚生常任委員会で

は、今年度の所管事務調査の内容を

次のとおり決定し、７月から調査を

開始しています。

●
町
有
林
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

●
中
学
校
統
合
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

●
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社

の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

●
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
推
進
関

連
事
業
に
つ
い
て
　

●
国
保
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い

て●
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
の
周
辺
整
備

に
つ
い
て

●
終
末
処
理
施
設
の
改
修
状
況
に

つ
い
て

●
鶉
ダ
ム
水
力
発
電
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

●
生
活
道
路
（
赤
沼
地
区
等
）
の

整
備
に
つ
い
て

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

総務文教常任委員会第１回所管事務調査（7／ 15）

委員会活動状況

月日 委　員　会　名
出　席
委員数

活　動　内　容

６

８ 議会運営委員会 ４名
第２回定例会につい
て

13 総務文教常任委員会 ４名
所管事務調査につい
て

13 産業厚生常任委員会 ５名
所管事務調査につい
て

７

４ 議会広報編集特別委員会 ３名
広報№90号の編集に
ついて

14 産業厚生常任委員会 ５名 第１回所管事務調査

15 総務文教常任委員会 ３名 第１回所管事務調査

20 議会広報編集特別委員会 ３名
広報№90号の編集に
ついて

29 議会運営委員会 ４名
第３回臨時会につい
て

８ 22 議会広報編集特別委員会 ３名
広報№90号の編集に
ついて

発行　厚沢部町議会／編集　議会広報編集特別委員会／〒 043-1113 檜山郡厚沢部町新町 207　TEL 0139-64-3317　FAX 0139-67-2815

　
今
年
の
天
候
は
、
５
月
は
晴
れ
の

日
や
気
温
の
高
い
日
も
続
き
、
春
の

農
作
業
も
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
日
照
不
足
で

作
物
の
生
育
も
遅
れ
、
ま
た
、
７
月

も
晴
れ
の
日
が
続
か
ず
心
配
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
天
候
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
北
海
道
の
７
月
は
、
多
く
の
地
域

で
イ
ベ
ン
ト
や
夏
祭
り
、
花
火
大
会

な
ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
初
め

て
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
日
照

不
足
で
花
の
数
が
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
分
粒
が
大
き
く
、
美

味
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
食
べ
な

が
ら
採
っ
て
い
る
う
ち
に
子
供
の
こ

ろ
、山
イ
チ
ゴ
や
桑
の
実
を
食
べ
に
、

山
に
行
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

な
が
ら
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
満
喫
し

て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

 

（
ま
）

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
委

員

長
　
下
川
部
洋
伸

　
　
副
委
員
長
　
松
村
　
松
雄

　
　
委
　
　
員
　
加
藤
古
志
男

　
　
委
　
　
員
　
只
野
　
　
勲
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